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「感染症を考える月間」の制定について①
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感染症を
考える月間

11月

目的
①感染症に対する意識と知識を高めて、適切な判断・予防行動を取るきっかけとなる
取組を初冬の11月に集中的に実施し、県全体としての感染症対策を強化
→感染症から県民の命や健康、社会を守ることに繋げていく
②新興感染症の発生などの感染症危機の際には、様々な情報が錯綜し、社会の混乱
が生じる恐れがあることから、平時から様々な立場の方と双方向のコミュニケー
ションを通じて、互いの立場を理解し信頼関係を築きあげ、リスク情報とその見方
の共有を推進
→感染症危機に備えるリスクコミュニケーション体制の整備・推進

全国初

「感染症を考える月間」ポスター 令和6年10月22日 滋賀県知事定例会見での月間の発表の様子



「感染症を考える月間」の制定について②
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国（内閣感染症危機管理統括庁）主催の感染症シンポジウムにおいて、
滋賀県の「感染症を考える月間」が先進的な取り組みとして紹介されました！

国の感染症シンポジウムチラシ

坂上氏（読売新聞東京本社調査研究本部主任研究員）資料

「平時からの機運
（モメンタム）の
維持を図る」取組
として、滋賀県の
「感染症を考える
月間」が挙げられ
ました！



1.「感染症を考える月間」の制定について

2.令和６年度「感染症を考える月間」の各種取組に
ついて

３.次年度以降の「感染症を考える月間」について
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令和6年度「感染症を考える月間」における各種取組について

令和6年度「感染症を考える月間」のメイン事業
・・・リスクコミュニケーション体制整備にかかる「感染症シンポジウム」を開催しました。

感染症危機について考える
～新興感染症発生時に備えた保健・医療・福祉
分野におけるリスクコミュニケーションとは～

感染症シンポジウム以外の各種取組

取組名称 内容

滋賀県「冬の感染対策」 「家庭で実践できる感染対策」の啓発資材の
配布

地域連携における感染対策検討会 全ての病院に必要な感染対策について考える
研修会

防災カフェ
「災害発生時における感染対策」

避難所における感染症対策を能登半島地震に
現地派遣された職員と考える聴講型イベント

滋賀県感染症対策総合訓練 （参考資料②）参照

エイズカウンセリング（相談窓口）
の拡充

12/1の世界エイズデーに向けて、
相談体制を強化しました
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「感染症シンポジウム」①概要
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県で初めて、感染症をテーマとしたリスクコミュニケーションにかかるシンポジウムを実施

令和６年度「感染症を考える月間」主要事業

シンポジウムの概要

実施
日時

令和６年11月29日（金）

実施
場所

滋賀県庁危機管理センター＆オンライン併用

内容 第１部
基調講演

感染症危機に備えるためのリスクコミュ
ニケーションについて専門家から講演

第２部
パネルディス
カッション

福祉施設・医療機関・市・県・国のそれ
ぞれの立場から、コロナ禍を振り返り、
今後に向けた対応策を議論

対象者 保健・医療・福祉関係者、学生、行政関係者、
その他当シンポジウムに興味がある方

参加者
数

２３９名（現地＆オンライン含む）

滋賀県知事 開会挨拶 第１部 中島氏 基調講演 第２部 パネルディスカッション



聴講者アンケート結果

「感染症シンポジウム」②アンケート結果・オンデマンド配信紹介
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→非常に満足度が高い結果でした。

オンデマンド配信 期間限定・要申し込み

配信期間・・・２月末まで（予定）

申し込み方法
滋賀県ホームページ「【感染症シンポジウ
ム】感染症危機について考える～新興感染
症発生時に備えた保健・医療・福祉分野に
おけるリスクコミュニケーションとは～」
https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/ken
kouiryouhukushi/yakuzi/339981.html

上記のページに
基調講演資料も掲載しております。



滋賀県「冬の感染対策」（家庭で実践できる感染対策）
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滋賀県オリジナル啓発資材の作成 インターネットTVしが「家庭で実践できる感染対策」ページ開設

啓発資材のＱＲコードから簡単に
感染対策の動画にアクセスできます。
（動画撮影から編集まで職員が自前で行いました）



地域連携における感染対策研修会

地域連携における感染研修会概要

実施日時 令和６年11月１日（金）

実施場所 滋賀県庁危機管理センター

内容 J-SIPHE（感染対策連携共通プラットフォーム）の
活用方法

対象者 病院職員・保健所職員

参加者数 50名

参加者からは、「他機関との比較が数値でできるため、県全体で各
病院の立ち位置がわかるほか、データを共有することで、全県的な
感染症対策の向上につながると思う。」などといった意見がありま
した。

上記の研修会とは別に、１月30日に滋賀県感染防止対策
研修会を実施します。

感染防止対策研修会概要

実施日時 令和７年１月30日（金）
実施場所 草津市立市民交流プラザ（オンライン併用）

内容 講演１ 手指衛生のナッジ～行動変容のメカニズムを考える～
講演２ 風邪や下痢に抗菌薬は必要か？

対象者 病院職員、診療所・薬局・訪問看護事業所の協定締結医療
機関の職員、歯科診療所の職員、保健所職員など

11詳細は「滋賀県 感染防止対策研修会」で検索してください。



感染症対策総合訓練
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滋賀県で初めて、新型インフルエンザ等の未知の感染症が発生したときの県の感
染症対策を決定する「第１回対策本部員会議」や、県内で未知の感染症が発生した
とき、患者の調査、医療機関までの移送、ＣＴ検査・検体採取の実施、警察車両に
よる国立感染症研究所までの検体搬送など、感染症危機発生時を想定した総合的な
訓練を実施しました。

訓練詳細は、参考資料②を御参照ください。



防災カフェ「災害発生時における感染対策」
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令和６年能登半島地震に現地派遣された職員・後方支援に従事した
職員が、「避難所における感染対策」をテーマとして話しました。

滋賀県ホームページ「防災カフェ」より



エイズカウンセリング（相談窓口の拡充）

14保健所が設置した「大学キャンパス内の世界エイズデー啓発ブース」

滋賀県エイズ電話相談を、12月１日の世界エイズデーにあわ
せて拡充を行いました。
その他、各保健所においても性感染症の検査の拡充や啓発物
資の掲示・送付、大学に啓発ブースの設置等を実施しました。
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次年度以降の「感染症を考える月間」について
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県では、引き続き、令和７年度も月間に行う各種取組
の充実・強化に努めてまいりますが、コロナ禍での知識
や経験は日々風化していくため、継続した取組により
「機運の醸成」から「感染症リスク情報とその見方の共
有」につなげていく必要があります。

県全体で感染症対策の向上を図っていきたいと考えて
おりますので、市町や医療機関・福祉施設・関係団体等
のみなさまにおかれましても、研修や訓練等の取組を充
実・強化に努めていただきますよう、御協力をお願いい
たします。


